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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰ網内のＩＰアドレスを管理するコールエージェントサーバと、複数のＩＰ電話機を
ＩＰ網に接続するための複数のＶｏＩＰゲートウェイサーバと、を有する音声通話システ
ムにおける発信者番号通知システムであって、
　前記ＩＰ網は、一般公衆電話網に接続可能なゲートウェイサーバを有し、
　前記コールエージェントサーバは、
　ＩＰ網に接続されたＩＰ電話機に付与されたＩＰアドレスと、該ＩＰアドレスに付与さ
れたＩＰ電話番号と、一般公衆電話網を利用するための電話番号とを関連付けて蓄積する
データベースを有し、該データベースにアクセスして、発信元から入力された相手先のＩ
Ｐ電話番号又は電話番号から相手先のＩＰアドレスを検索するとともに、発信元のＩＰア
ドレスから発信元の電話番号を検索するデータベース検索部と、
　該データベース検索部の検索結果を発信元に返す通知部と、
　前記データベースに、各地域の市外局番と各地区に設置されたゲートウェイサーバのＩ
Ｐアドレスとを対応付けたゲートウェイ用テーブルを有するとともに、前記データベース
検索部の検索の結果、登録されたＩＰアドレスが存在しない場合に、入力された電話番号
を解析して市外局番を割り出す電話番号解析部と、
　前記市外局番から最寄りのゲートウェイサーバのＩＰアドレスを検索するゲートウェイ
サーバ検索部と
を備え、
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　前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバは、
　発信元から入力された相手先のＩＰ電話番号又は電話番号を前記コールエージェントサ
ーバに通知する電話番号通知部と、
　発信元のＩＰ電話機のＩＰアドレスを前記コールエージェントサーバに通知するＩＰア
ドレス通知部と、
　前記コールエージェントの検索結果を受ける受信部と、
　該受信部で受信した検索結果をもとに、相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバにＩＰ電
話機を発呼させるとともにディスプレイに発信元の電話番号を表示させる指示、又は前記
最寄りのゲートウェイサーバに一般公衆電話網を通じて一般加入電話機に発呼するととも
にディスプレイに発信元の電話番号を表示させる指示、を通知する指示部と、
　該指示部からのデータに基づいてＩＰ電話機を発呼するとともにディスプレイに発信元
の電話番号を表示させる発呼部と、
を備え、
　前記ゲートウェイサーバは、前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバの指示部からのデータに
基づいて一般加入電話機を発呼するとともにディスプレイに発信元の電話番号を表示させ
る機能を備え、
　前記コールエージェントサーバの前記通知部は、前記データベース検索部の検索の結果
、前記データベースに登録されたＩＰアドレスが存在しない場合、前記ゲートウェイサー
バ検索部の検索結果を前記発信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバに返し、
　前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバの前記指示部は、受信した検索結果に基づいて、Ｖｏ
ＩＰゲートウェイサーバ又はゲートウェイサーバのいずれかに指示を送るかを判断し、
　前記最寄りのゲートウェイサーバは、前記指示部からデータに基づいて、前記一般公衆
電話網を通じて前記一般加入電話機に発呼させるとともにディスプレイに発信元の電話番
号を表示させる
ことを特徴とする発信者番号通知システム。
【請求項２】
　前記ＩＰアドレスは、コールエージェントサーバが有するデータベースに蓄積されると
ともに、このデータベースにおいて該ＩＰアドレスは、前記発信元のＶｏＩＰゲートウェ
イサーバからの確認信号に基づいて逐次更新されることを特徴とする請求項１に記載の発
信者番号通知システム。
【請求項３】
　ＩＰ電話機から相手先の電話番号をＶｏＩＰゲートウェイサーバに入力するステップ（
１）と、
　該ＶｏＩＰゲートウェイサーバからコールエージェントサーバに前記電話番号に対応付
けられたＩＰアドレスと発信元のＩＰアドレスに対応付けられた電話番号とを問い合せる
ステップ（２）と、
　該コールエージェントサーバ内で前記ＩＰアドレスと電話番号とを検索するとともに、
所望のＩＰアドレスが見つからない場合に、入力された電話番号を解析して最寄りのゲー
トウェイサーバのＩＰアドレスを検索するステップ（３）と、
　検索結果を前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバに通知するステップ（４）と、
　前記検索結果に基づいて、相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバに相手先のＩＰアドレ
スと発信元の電話番号を通知するか、又は前記最寄りのゲートウェイサーバに相手先の電
話番号と発信元の電話番号とを通知するステップ（５）と、
　前記検索結果に基づいて、相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバから所望のＩＰ電話機
を呼び出すとともに、ディスプレイに発信元の電話番号を表示させるか、又は前記最寄り
のゲートウェイサーバから所望の電話機を呼び出すとともに、ディスプレイに発信元の電
話番号を表示させるステップ（６）と、
を有することを特徴とする発信者番号通知方法。
【請求項４】
　前記ＩＰアドレスは、コールエージェントサーバが有するデータベースに蓄積されると
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ともに、このデータベースにおいて該ＩＰアドレスは、前記発信元のＶｏＩＰゲートウェ
イサーバからの確認信号に基づいて逐次更新されることを特徴とする請求項３に記載の発
信者番号通知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＰ網を利用して音声通話を行うＩＰ電話機等のＩＰ端末装置に、発信元の
一般加入電話番号を表示させるコールエージェントサーバ、発信者番号通知システム及び
発信者番号通知方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般公衆電話網を利用した一般加入電話において、ナンバー・ディスプレイ・サービス
は特許文献１及び２の記載に見られるように既に広く普及している。ここで、ナンバーデ
ィスプレイ・サービスとは、ナンバーディスプレイ対応の電話機等の通信機器のディスプ
レイに発信元の情報を表示するサービスである。例えば、一般加入電話機の場合には「発
信元の電話番号」が表示され、公衆電話の場合には「公衆電話」と表示され、発信元が「
非通知」を選択している場合には「非通知」と表示される。このナンバー・ディスプレイ
・サービスを受けることによって、呼び出しを受けた者は、応答する前に電話をかけてき
た相手を知ることができ、呼び出しに応ずるか否かを判断することができる。
【０００３】
　一方、近年、ブロードバンドが急速に普及しており、音声データも大容量の高速回線で
送受信することができるようになっている。そこで、そのＩＰ網を利用して音声通話を可
能にするＩＰ電話サービスが注目を集めている。かかるＩＰ電話は、一般に、所定のモデ
ムを一般加入電話の電話機に接続するだけでＩＰ網を利用してＩＰ電話サービスを使用で
きるようになっている。
【０００４】
　また、一般加入電話からＩＰ電話に電話をかける場合には、一般公衆電話網を利用する
場合と、ＩＰアドレス所有者に割り当てられる「０５０」から始まる電話番号（以下、「
ＩＰ電話番号」という）を利用する場合とがある。この「０５０」から始まるＩＰ電話番
号は、総務省から通達された「電気通信番号規則の一部改正」によってＩＰ電話用の電気
通信番号が規定されたものである。かかるＩＰ電話番号の導入によって、一般加入電話機
からもＩＰ電話機に電話をかけることができるようになった。
【特許文献１】特開２００２－２５２６５５号公報（第３頁）
【特許文献２】特開２００４－１２９０６１号公報（第３頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、上述したＩＰ電話番号の導入によって、ＩＰ電話からＩＰ網を利用して電話
をかけた場合には、発信者番号として「０５０」から始まるＩＰ電話番号が表示されてし
まっている。このＩＰ電話番号は、２００３年になってようやく導入されたばかりであり
、周知の程度が低い。また、ＩＰ電話番号を知らなくても一般加入電話番号からＩＰ電話
サービスを受けることができるようにしているサービスプロバイダも多い。
【０００６】
　したがって、発信者番号通知としてＩＰ電話番号が表示された場合には、その電話番号
を見ただけでは誰からの呼び出しであるか認識することができず、ナンバー・ディスプレ
イ・サービスを受けているメリットを享受できないという問題があった。
【０００７】
　本発明は、かかる課題に鑑みてなされたもので、ＩＰ電話からＩＰ網を利用して電話を
かけた場合であっても、発信者番号として発信元の一般加入電話番号を表示することがで
きるコールエージェントサーバ、発信者番号通知システム及び発信者番号通知方法を提供
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するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、ＩＰ網内のＩＰアドレスを管理するコールエージェントサーバと、複数のＩ
Ｐ電話機をＩＰ網に接続するための複数のＶｏＩＰゲートウェイサーバと、を有する音声
通話システムにおける発信者番号通知システムであって、前記ＩＰ網は、一般公衆電話網
に接続可能なゲートウェイサーバを有し、前記コールエージェントサーバは、ＩＰ網に接
続されたＩＰ電話機に付与されたＩＰアドレスと、該ＩＰアドレスに付与されたＩＰ電話
番号と、一般公衆電話網を利用するための電話番号とを関連付けて蓄積するデータベース
を有し、該データベースにアクセスして、発信元から入力された相手先のＩＰ電話番号又
は電話番号から相手先のＩＰアドレスを検索するとともに、発信元のＩＰアドレスから発
信元の電話番号を検索するデータベース検索部と、該データベース検索部の検索結果を発
信元に返す通知部と、前記データベースに、各地域の市外局番と各地区に設置されたゲー
トウェイサーバのＩＰアドレスとを対応付けたゲートウェイ用テーブルを有するとともに
、前記データベース検索部の検索の結果、登録されたＩＰアドレスが存在しない場合に、
入力された電話番号を解析して市外局番を割り出す電話番号解析部と、前記市外局番から
最寄りのゲートウェイサーバのＩＰアドレスを検索するゲートウェイサーバ検索部とを備
える。
【００１３】
　そして、前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバは、発信元から入力された相手先のＩＰ電話
番号又は電話番号を前記コールエージェントサーバに通知する電話番号通知部と、発信元
のＩＰ電話機のＩＰアドレスを前記コールエージェントサーバに通知するＩＰアドレス通
知部と、前記コールエージェントの検索結果を受ける受信部と、該受信部で受信した検索
結果をもとに、相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバにＩＰ電話機を発呼させるとともに
ディスプレイに発信元の電話番号を表示させる指示、又は前記最寄りのゲートウェイサー
バに一般公衆電話網を通じて一般加入電話機に発呼するとともにディスプレイに発信元の
電話番号を表示させる指示、を通知する指示部と、該指示部からのデータに基づいてＩＰ
電話機を発呼するとともにディスプレイに発信元の電話番号を表示させる発呼部とを備え
、前記ゲートウェイサーバは、前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバの指示部からのデータに
基づいて一般加入電話機を発呼するとともにディスプレイに発信元の電話番号を表示させ
る機能を備え、前記コールエージェントサーバの前記通知部は、前記データベース検索部
の検索の結果、前記データベースに登録されたＩＰアドレスが存在しない場合、前記ゲー
トウェイサーバ検索部の検索結果を前記発信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバに返し、前
記ＶｏＩＰゲートウェイサーバの前記指示部は、受信した検索結果に基づいて、ＶｏＩＰ
ゲートウェイサーバ又はゲートウェイサーバのいずれかに指示を送るかを判断し、前記最
寄りのゲートウェイサーバは、前記指示部からデータに基づいて、前記一般公衆電話網を
通じて前記一般加入電話機に発呼させるとともにディスプレイに発信元の電話番号を表示
させる。
【００１４】
　本発明によれば、発信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバは、相手先のＩＰアドレスと発
信元の電話番号との両方の情報を取得することができ、これらの情報に基づいて相手先の
ＶｏＩＰゲートウェイサーバを介して相手先のＩＰ電話機を呼び出すとともに、相手先の
ＩＰ電話機に発信者番号として電話番号を表示させることができる。
【００１７】
　また、発信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバは、相手先がＩＰアドレスを所有しない場
合であっても、最寄りのゲートウェイサーバのＩＰアドレスと発信元の電話番号との両方
の情報を取得することができ、これらの情報に基づいて最寄りのゲートウェイサーバから
一般公衆電話網を介して相手先の電話機を呼び出すとともに、相手先の電話機に発信者番
号を表示させることができる。
【００１８】
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　また、上記発明において、前記ＩＰアドレスは、コールエージェントサーバが有するデ
ータベースに蓄積されるとともに、このデータベースにおいて該ＩＰアドレスは、前記発
信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバからの確認信号に基づいて逐次更新されることが好ま
しい。
【００２０】
　また、本発明は、ＩＰ電話機から相手先の電話番号をＶｏＩＰゲートウェイサーバに入
力するステップ（１）と、
　該ＶｏＩＰゲートウェイサーバからコールエージェントサーバに前記電話番号に対応付
けられたＩＰアドレスと発信元のＩＰアドレスに対応付けられた電話番号とを問い合せる
ステップ（２）と、該コールエージェントサーバ内で前記ＩＰアドレスと電話番号とを検
索するとともに、所望のＩＰアドレスが見つからない場合に、入力された電話番号を解析
して最寄りのゲートウェイサーバのＩＰアドレスを検索するステップ（３）と、検索結果
を前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバに通知するステップ（４）と、前記検索結果に基づい
て、相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバに相手先のＩＰアドレスと発信元の電話番号を
通知するか、又は前記最寄りのゲートウェイサーバに相手先の電話番号と発信元の電話番
号とを通知するステップ（５）と、前記検索結果に基づいて、相手先のＶｏＩＰゲートウ
ェイサーバから所望のＩＰ電話機を呼び出すとともに、ディスプレイに発信元の電話番号
を表示させるか、又は前記最寄りのゲートウェイサーバから所望の電話機を呼び出すとと
もに、ディスプレイに発信元の電話番号を表示させるステップ（６）と、を有することを
特徴とする発信者番号通知方法を提供する。
【００２１】
　本発明によれば、かかるステップ（１）～（６）によって、発信元のＶｏＩＰゲートウ
ェイサーバは、相手先のＩＰアドレスと発信元の電話番号との両方の情報を取得すること
ができ、これらの情報に基づいて相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバを介して相手先の
ＩＰ電話機を呼び出すとともに、相手先のＩＰ電話機に発信者番号を表示させることがで
きる。また、ＩＰ網を利用した音声通話であっても、発信者番号を表示させることによっ
て、発信者の特定を容易に行うことができる。
【００２３】
　また、かかるステップを有することによって、相手先がＩＰアドレスを所有しない場合
であっても、最寄りのゲートウェイサーバのＩＰアドレスと発信元の電話番号との両方の
情報を取得することができ、これらの情報に基づいて一般公衆電話網を介して相手先の電
話機を呼び出すとともに、相手先の電話機に発信者番号を表示させることができる。
　また、上記発明において、前記ＩＰアドレスは、コールエージェントサーバが有するデ
ータベースに蓄積されるとともに、このデータベースにおいて該ＩＰアドレスは、前記発
信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバからの確認信号に基づいて逐次更新されることが好ま
しい。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明のコールエージェントサーバ、発信者番号通知システム及び発信者番号通知方法
によれば、ＩＰ電話機からＩＰ網を利用して電話をかけた場合であっても、発信者番号を
表示することができるので、ナンバー・ディスプレイ・サービスのメリットを損なうこと
なく享受することができる。
【００２５】
　例えば、（１）電話に出る前に認識率の高い一般加入電話番号を見ることによって誰か
ら電話がかかってきたのかを容易に識別することができる、（２）留守の場合においても
、着信履歴に一般加入電話番号が記録されるので、誰から電話がかかってきたのかを容易
に識別することができるだけでなく、電話をかけ直すことも容易に行うことができる、な
どの優れた効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
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　以下、本発明の最良の実施形態について図１乃至図３を参照して説明する。ここで、図
１は、本実施形態の発信者番号通知システムの概要を示す構成図である。
【００２７】
　同図に示すように、本実施形態の発信者番号通知システムは、ＩＰ網１内のＩＰアドレ
スを管理するコールエージェントサーバ２と、ＩＰ電話機３ａ，３ｂをＩＰ網１に接続す
るためのＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂと、一般公衆電話網５に接続可能なゲー
トウェイサーバ６とを有する。
【００２８】
　ＩＰ網１は、ＩＰ電話サービスを行っているサービスプロバイダ毎に構成された通信網
であって、通信プロトコルであるＴＣＰ／ＩＰを用いて通信ネットワークを相互に接続し
た分散型コンピュータネットワークである。かかるＩＰ網１はＴＣＰ／ＩＰを介して、音
声信号をＶｏＩＰ技術によってパケットデータに変換して送受信することができる。
【００２９】
　ＩＰアドレスは、ＩＰ網１に接続された電話機等の機器に個別に割り当てられた識別子
であって、「１４４．２５５．３６．４７」のように０から２５５までの数字を４つ並べ
て表現される。
【００３０】
　コールエージェントサーバ２は、ＩＰ網１に接続されたＩＰ電話機３ａ，３ｂに付与さ
れた「ＩＰアドレス(xxx.xxx.xxx.xxx)」と、該ＩＰアドレスに付与された「ＩＰ電話番
号(050-xxx-xxxx)」と、ＩＰ電話機３ａ，３ｂで一般公衆電話網５を利用するための「一
般加入電話番号(0AB-xxx-xxxx)」とを関連付けて蓄積するデータベース７を有し、各Ｖｏ
ＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂからの問い合せに対して、接続先のＩＰアドレスを検
索して通知する機能を有する。本実施形態のデータベース７には、「ＩＰアドレス」・「
ＩＰ電話番号」・「一般加入電話番号」の情報が対応付けられて記憶されているため、「
ＩＰ電話番号」又は「一般加入電話番号」のどちらをダイヤルしてもＩＰアドレス情報を
入手することができる。
【００３１】
　また、発信元の「ＩＰアドレス」から発信元の一般加入電話番号情報も入手することが
できる。なお、本実施形態において、ＩＰアドレスは、サービスプロバイダによって随時
変更されるため、ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂからの確認信号に基づいて、Ｉ
Ｐ電話機３ａ，３ｂの現在のＩＰアドレスを逐次更新している。
【００３２】
　さらに、前記データベース７には、各地域の市外局番と、各地区に設置されたゲートウ
ェイサーバ６のＩＰアドレスを対応付けたゲートウェイ用テーブルも格納されている。
【００３３】
　ここで、図２は、ＩＰ電話機３ａ，３ｂ間において発信者番号通知を行うまでのデータ
の流れを示すシーケンス図である。同図に示すように、コールエージェントサーバ２は、
前記データベース７にアクセスして、発信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａから入力
された相手先のＩＰ電話番号又は一般加入電話番号から相手先のＩＰアドレスを検索する
とともに、発信元のＩＰ電話機３ａのＩＰアドレスから発信元の一般加入電話番号を検索
するＤＢ検索部２１と、該ＤＢ検索部２１の検索結果を発信元のＶｏＩＰゲートウェイサ
ーバ４ａに返す通知部２２と、を備える。
【００３４】
　ここで、図３は、ＩＰ電話機３ａと一般加入電話機３ｃとの間において発信者番号通知
を行うまでのデータの流れを示すシーケンス図である。同図に示すように、コールエージ
ェントサーバ２は、前記データベース７にアクセスして、発信元のＶｏＩＰゲートウェイ
サーバ４ａから入力された相手先の一般加入電話番号から相手先のＩＰアドレスを検索す
るとともに、発信元のＩＰ電話機のＩＰアドレスから発信元の一般加入電話番号を検索す
るＤＢ検索部２１と、登録されたＩＰアドレスが存在しない場合に、入力された一般加入
電話番号を解析して市外局番を割り出す電話番号解析部３１と、前記市外局番をもとに前
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記ゲートウェイ用テーブルにアクセスして最寄りのゲートウェイサーバ６のＩＰアドレス
を検索するゲートウェイサーバ検索部３２と、該ゲートウェイサーバ検索部３２の検索結
果を発信元のＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａに返す通知部２２と、を備える。
【００３５】
　ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂは、図１に示すように、ＩＰ網１に接続される
とともに、スプリッタ８ａ，８ｂ及びモデム９ａ，９ｂを介してＩＰ電話機３ａ，３ｂと
接続されている。また、モデム９ａ，９ｂはスプリッタ８ａ，８ｂを介して一般公衆電話
網５にも接続されている。スプリッタ８ａ，８ｂは、ＩＰ網１へのデータ信号と一般公衆
電話網５への電話信号とを分離するフィルタ機能を有する。
【００３６】
　モデム９ａ，９ｂは、ＩＰ電話機３ａ，３ｂをＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂ
又は一般公衆電話網５の交換機と接続するための装置である。ＩＰ電話機３ａ，３ｂから
電話をかける場合には、ＩＰ電話機３ａ，３ｂのダイヤル操作によって該モデム９ａ，９
ｂがＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂを呼び出し、ＩＰ網１でのデータ通信を可能
な状態に接続する。また、一般加入電話機３ｃから一般加入電話番号によって電話がかか
ってきた場合には、一般公衆電話網５に接続された交換機からの信号を受信し、ＩＰ電話
機３ａ，３ｂに電話がかかってきたことを知らせる。
【００３７】
　図２に示すように、前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂは、発信元から入力さ
れた相手先のＩＰ電話番号又は一般加入電話番号を前記コールエージェントサーバ２に通
知する電話番号通知部２３と、発信元のＩＰ電話機３ａのＩＰアドレスを前記コールエー
ジェントサーバ２に通知するＩＰアドレス通知部２４と、前記コールエージェントサーバ
２の検索結果を受ける受信部２５と、該受信部２５で受信した検索結果をもとに相手先の
ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ｂにＩＰ電話機３ｂを発呼するとともにディスプレイに発
信元の一般加入電話番号を表示させる指示を通知する指示部２６と、該指示部２６からの
データに基づいてＩＰ電話機３ｂを呼び出すとともにディスプレイに発信元の一般加入電
話番号を表示させる発呼部２７と、を備える。
【００３８】
　なお、図示しないが、ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂは、音声信号をパケット
データに変換する機能と、ＩＰ網１に接続された他のＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，
４ｂ、コールエージェントサーバ２及びゲートウェイサーバ６との間でパケットデータの
送受信を行う機能を備えているのはもちろんである。
【００３９】
　また、図３に示すように、前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバは、前記受信部２５で受信
した検索結果をもとに相手先のゲートウェイサーバ６に一般加入電話機３ｃを呼び出すと
ともにディスプレイに発信元の一般加入電話番号を表示させる指示を通知する指示部２６
を備える。なお、図２示した受信部２５及び指示部２６と同じ符号を付したのは、該受信
部２５及び指示部２６は両方の機能を発揮するものだからである。
【００４０】
　ゲートウェイサーバ６は、ＩＰ網１と一般公衆電話網５とを相互に接続する通話信号変
換装置であり、ＩＰ網１から受信したパケットデータを一般公衆電話網５において通話可
能な通話信号に変換し、一般加入電話機３ｃに対して音声信号を送受信する。本実施形態
におけるゲートウェイサーバ６は、前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａからの指示に基
づいて、所望の一般加入電話機３ｃと回線を接続するだけでなく、発信元がＩＰ電話機３
ａであっても発信者番号通知として該ＩＰ電話機３ａのＩＰアドレスに対応付けられた一
般加入電話番号を表示するようになっている。
【００４１】
　続いて、図２及び図３を用いて、本実施形態における発信者番号通知方法について説明
する。まず、図２を参照して、ＩＰ電話機３ａ，３ｂ間において発信者番号通知を行う手
順について説明する。
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【００４２】
　ステップ（１）：ＩＰ電話機３ａのダイヤルから電話をかけたい相手先の電話番号をＶ
ｏＩＰゲートウェイサーバ４ａに入力する（Ｓ２０１）。ここで入力する電話番号は、Ｉ
Ｐ電話番号又は一般加入電話番号のいずれでもよい。なぜなら、コールエージェントサー
バ２のデータベース７には、「ＩＰアドレス」・「ＩＰ電話番号」・「一般加入電話番号
」の情報が対応付けられているため、ＩＰ電話番号又は一般加入電話番号のどちらをダイ
ヤルしてもＩＰアドレス情報を入手することができるからである。なお、発信元のＩＰ電
話機３ａのＩＰアドレスは、ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａが自動的に管理しているた
め、特別な入力は不要である。
【００４３】
　ステップ（２）：ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａからコールエージェントサーバ２に
前記電話番号に対応付けられたＩＰアドレスと発信元のＩＰ電話機３ａのＩＰアドレスに
対応付けられた一般加入電話番号とを問い合せる（Ｓ２０２）。このとき、相手先の電話
番号は電話番号通知部２３から、発信元のＩＰ電話機３ａのＩＰアドレスはＩＰアドレス
通知部２４からコールエージェントサーバ２のＤＢ検索部２１にデータが送信される。
【００４４】
　ステップ（３）：コールエージェントサーバ２内で前記ＩＰアドレスと一般加入電話番
号とを検索し、検索結果を通知部２２に送信する（Ｓ２０３）。このとき、ＤＢ検索部２
１が、データベース７にアクセスして、入力された相手先の電話番号に対応付けられたＩ
Ｐアドレスを検索するとともに、入力された発信元のＩＰアドレスに対応付けられた一般
加入電話番号を検索する。
【００４５】
　ステップ（４）：コールエージェントサーバ２の通知部２２から検索結果（相手先のＩ
Ｐアドレスと発信元の一般加入電話番号）を前記ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａに通知
する（Ｓ２０４）。このとき、ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａは、受信部２５で前記検
索結果を受け取り、指示部２６に検索結果を送信する。指示部２６は、受信した検索結果
に基づいて、ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ｂ又はゲートウェイサーバ６のいずれかに指
示を送るかを判断する。ここでは、相手先がＩＰ電話機３ｂであるため、ＶｏＩＰゲート
ウェイサーバ４ｂに指示を送るように判断することとなる。
【００４６】
　ステップ（５）：相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ｂに相手先のＩＰアドレスと
発信元の一般加入電話番号を通知する（Ｓ２０５）。
【００４７】
　ステップ（６）：相手先のＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ｂから所望のＩＰ電話機３ｂ
を呼び出すとともに、ディスプレイに発信元の一般加入電話番号を表示させる（Ｓ２０６
）。
【００４８】
　その後、相手先がＩＰ電話機３ｂの受話器を取り、通話可能な状態になると、図示しな
いＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ，４ｂのパケット変換部で音声データとパケットデー
タとが相互に変換され、ＩＰ電話機３ａ，３ｂ間において音声通話をすることが可能とな
る。
【００４９】
　次に、図３を参照して、ＩＰ電話機３ａと一般加入電話機３ｃとの間において発信者番
号通知を行う手順について説明する。
【００５０】
　ステップ（１）：ＩＰ電話機３ａのダイヤルから電話をかけたい相手先の電話番号をＶ
ｏＩＰゲートウェイサーバ４ａに入力する（Ｓ３０１）。ここで入力する電話番号は、必
ず一般加入電話番号となる。なぜなら、一般加入電話機３ｃはＩＰ電話サービスに加入し
ておらず、ＩＰ電話番号を所有していないからである。なお、発信元のＩＰ電話機３ａの
ＩＰアドレスは、ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａが自動的に管理しているため、特別な
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入力は不要である。
【００５１】
　ステップ（２）：ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａからコールエージェントサーバ２に
前記電話番号に対応付けられたＩＰアドレスと発信元のＩＰアドレスに対応付けられた一
般加入電話番号とを問い合せる（Ｓ３０２）。このとき、相手先の電話番号は電話番号通
知部２３から、発信元のＩＰ電話機３ａのＩＰアドレスはＩＰアドレス通知部２４からコ
ールエージェントサーバ２のＤＢ検索部２１にデータが送信される。
【００５２】
　ステップ（３）：コールエージェントサーバ２内で前記ＩＰアドレスと一般加入電話番
号とを検索するが、相手先はＩＰアドレスを所有していないため、前記電話番号を電話番
号解析部３１に送信する（Ｓ３０３ａ）。電話番号解析部３１は、入力された電話番号を
解析して市外局番を割り出す。なお、発信元のＩＰアドレスに対応付けられた一般加入電
話番号は、別途通知部２２に送信される（Ｓ３０３ｂ）。
【００５３】
　ステップ（４）：前記電話番号解析により割り出された市外局番をゲートウェイサーバ
検索部３２に送信する（Ｓ３０４）。ゲートウェイサーバ検索部３２は、送信された市外
局番から一般加入電話機３ｃに最寄りのゲートウェイサーバ６のＩＰアドレスをデータベ
ース７のゲートウェイ用テーブルにアクセスして検索する。
【００５４】
　ステップ（５）：前記検索結果をコールエージェントサーバ２の通知部２２に送信する
（Ｓ３０５）。その結果、通知部２２には、相手先の一般加入電話機３ｃに最寄りのゲー
トウェイサーバ６に関する情報と、発信元のＩＰアドレスに対応付けられた一般加入電話
番号に関する情報とが集約される。
【００５５】
　ステップ（６）：前記通知部２２から集約された情報（相手先の一般加入電話機３ｃに
最寄りのゲートウェイサーバ６のＩＰアドレスと発信元の一般加入電話番号）を前記Ｖｏ
ＩＰゲートウェイサーバ４ａに通知する（Ｓ３０６）。このとき、ＶｏＩＰゲートウェイ
サーバ４ａは、受信部２５で前記検索結果を受け取り、指示部２６に検索結果を送信する
。
【００５６】
　指示部２６は、受信した検索結果に基づいて、ＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ｂ又はゲ
ートウェイサーバ６のいずれかに指示を送るかを判断する。ここでは、相手先が一般加入
電話機３ｃであるため、ゲートウェイサーバ６に指示を送るように判断することとなる。
【００５７】
　ステップ（７）：相手先のゲートウェイサーバ６に相手先の一般加入電話番号と発信元
の一般加入電話番号を通知する（Ｓ３０７）。
【００５８】
　ステップ（８）：相手先のゲートウェイサーバ６から所望の一般加入電話機３ｃを呼び
出すとともに、ディスプレイに発信元の一般加入電話番号を表示させる（Ｓ３０８）。
【００５９】
　その後、相手先が一般加入電話機３ｃの受話器を取り、通話可能な状態になると、図示
しないＶｏＩＰゲートウェイサーバ４ａ及びゲートウェイサーバ６のパケット変換部で音
声データとパケットデータとが相互に変換され、ＩＰ網１及び一般公衆電話網５を介して
ＩＰ電話機３ａと一般加入電話機３ｃとの間において音声通話をすることが可能となる。
【００６０】
　上述したように、本実施形態における発信者番号通知方法は、ＩＰ電話機からの着信に
際し、発信者番号として発信元のＩＰアドレスに対応付けられた一般加入電話番号を表示
させるものである。したがって、ＩＰ電話機３ａからＩＰ網を利用してＩＰ電話機３ｂ及
び一般加入電話機３ｃに電話をかけた場合であっても、発信者番号として発信元の一般加
入電話番号を表示することができるので、ナンバー・ディスプレイ・サービスのメリット
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を損なうことなく享受することができる。
【００６１】
　なお、上述した説明ではＩＰ端末装置としてＩＰ電話機を使用した場合について説明し
たが、発信元の一般加入電話番号が表示されるＩＰ端末装置はこれに限られるものではな
く、モデムやパソコンのディスプレイであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本実施形態の発信者番号通知システムの概要を示す構成図である。
【図２】ＩＰ電話機間において発信者番号通知を行うまでのデータの流れを示すシーケン
ス図である。
【図３】ＩＰ電話機と一般加入電話機との間において発信者番号通知を行うまでのデータ
の流れを示すシーケンス図である。
【符号の説明】
【００６３】
１…ＩＰ網、２…コールエージェントサーバ、３ａ，３ｂ…ＩＰ電話機、３ｃ…一般加入
電話機、４ａ，４ｂ…ＶｏＩＰゲートウェイサーバ、５…一般公衆電話網、６…ゲートウ
ェイサーバ、７…データベース、８ａ，８ｂ…スプリッタ、９ａ，９ｂ…モデム、２１…
ＤＢ検索部、２２…通知部、２３…電話番号通知部、２４…ＩＰアドレス通知部、２５…
受信部、２６…指示部、２７…発呼部、３１…電話番号解析部、３２…ゲートウェイサー
バ検索部

【図１】 【図２】
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